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座 談 会

保健所医師は ｝

）

 
う 思う

保健所へ入った動機

司会：まずはじめに保健所に勤務するようにな

った動機について話していただきたい。

陸：家が産婦人科医であったので，卒業後産婦

人科の医局へはいったが， 自分では小児科が希望

であったので，夜は内科小児科のアルバイトをし

ていた。患者数の多いのに驚き予防行政に興味を

もつようになり保健所にはいった。

長谷川：教義部のとき，川畑教授の話に感銘

し，公衆衛生の仕事に興味をもつようになった。

また，遠視のため顕微鏡をみると非常に疲れるな

どのこともあり，丁度，その頃公衆衛生修学生の

募集があったので，応募する気になった。

司会：大学の先生の感化をうけたわけだね。そ

うすると大学の教育も大切だね。

中井：インターンで保紅所へ行ったとき所長の

影菩をうけて，衛生行政をやる気になった。とこ

ろが口家試験合格後，経済的な理由で約 2年問病

院に勤務したが，初心止み揺く，保健所へはいる

こととなった。

打田：慢然とではあるが，学生時代から公衆術

生教室に出入りしていた。卒業後，大学の公衆衛

生の教杢にはいったが，家の事情で内科の方へ移

語る人
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った。その時保健所ヘパートで応援を求められ

た。そこで大和田先生に会い保健所の仕事をする

ようになった。何となく縁があったという感じ。

森本：経済的な理由があり，滝内先生の御助言

によって大阪市の公衆衛生修学生となった。イン

ターン中に保健所医師の実状をみて最低の技術の

安売をしていると感じ，また，自分の考えを生かす

ことのできる管理職になるには10年もかかるとい

うことなどから公衆衛生へ行くのは面白くないと

考え直した。卒業後，小児科へ行きたかったが，

前大阪市衛生局長の広島先生に説得され結局保健

所へはいることになった。当時修学生は 5人いた

が， 1人も残りたくないという状況であった。

今，満足しているか

司会：府と市ではかなり事情が違うと思うが，

保健所の勤務は面白いと思うか。また現在満足し

ているか。また満足していないとすれば， どうす

ればよいか。この点について話してほしい。

c: 満足している，いないなど言っている店が
ないというのが現状である。上から流れてくる業

務を処理するだけで日が立ってゆく。やり方は面

白くない。誰しも満足などしていないと思う。今

の府の保健所では歳入がなければ歳出も出さない

という考えで寡業がなされているような気がする

大和田 打 田
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が，公衆衛生の仕事は金を度外視してやってほし

ぃc 金と人がなければ仕事はできないのだか
ら。

E: うちの保健所は比咬的スタッフには恵まれ

ている方で考えるだけの余裕はある。しかし，何

かやろうと思っても，すぐ厚い壁にぶっつかる。

はいったときはやる気が盛であったが，何年もい

ると壁があることが分ってくるので何をするにも

気力がなくなる。したがって意欲はあるが何もで

きないことに物足りなさを感じる。

司会：以上は保健所に 4年勤務の人の発言だが

8年間勤務している人はどうか。

A: 質的な問題となると満足している人はいな

いと思うが，仕事に対する興味とか，面白さとい

うものには，大いに期待がもてると思う。

司会：仕事がいやになることはないか。

A: いやになることはない。その時できなくて

もいつかはできると思っている。今も云われたよ

うに 4年目頃に危機があると思う。この時期を乗

りきることが大切で何らかの対策が必要である。

例えは管理取を与えるなども一方法と思う。

o: 私も 3年目頃したいと思ってもできないこ
とがあったりして一時イヤになったことがある。

その役，上司の理解もあり， ある程度したいこと

もできるようになり，また，それにつれて保健所

の仕―;fも，技術面のみでなく，事務的な面への祝

野も広がって来たようだ。また，私の垢合，係長

になったので， 自分の考えで， ある程度仕＇拝を進

められるし，医師としての衛生行政官の立拗から

あらためて保健所の仕事を見直すことができるよ

うにもなり，新しい見解のもとに仕事をすること

ができるようになった。

s: なぜ面白くないか。それは医者の技術者と
しての意見が仕事の上に生かされないからだと思

ぅ。自分がフ゜ランメーカであれば仕車にも興味は

出るが，現在は全然仕事の企画からしめ出されて

いる。事務主担者の指図に従うだけで，技術の安

売りをしているに過ぎない。たとえば， クリニッ

ク，予防注射においてしかり。また臨床医学と予

防医学とを比絞してみても，後者は結果がでな

い。効果が分らなければ処置のしようがない。そ

んな気がする。もう少しおれば深く分かるかもし

れなしヽが・・・・..。

現状と，近い将来について

司会：では次に皆さんはこれから保健所にはい

ってくる後帝に対してはどうしてやればよいと思

うか。また保健所は今後どうあるべきか。勤務医

としてみた近い将来のVisionについて。

A: 保健所に初めて勤務した医師に対しては，

little保促所長をやらせるのがよいと思う。これ

は生活教育という雑誌にも出ていたが，小地区の

衛生行政全般を担当させるもので， 自分の勉強に

もなるし，また衛生行政にもより一陪の興味がも

てるのではないかと思う。

s: そのようにするには，やはり，或る程度保
健所行政が分っていなければ忍味がないのではな

いか。保健所をどの方向にむけるかも分らず，慢

然とやっていたのではだめだと思う。

司会： little保健所長という構想は面白いが，

ある期間教育をうけてからなるのか，あるいは，は

じめから地区を担当しながら，実地で勉強するの

陸 中 井 長谷川 森 本
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：かが問題だ。

s: 実地につきながら指導を受けられれば一番
理想的であるが，ある期間を経て，教育をうける

機会があることも望ましい。

D : little保健所長のシステムは余り感心しな

い。それよりも公衆衛生全般について通ずる必要・

がある。そのなかから医学的に興味のあるものを

自分で探すことがよいのではないか。

E: 私は公衆衛生院へいったとき little保健所
長のやり方を実際に見てきて，帰ってからそのや

り方を所長に提案したが，役所の槻構上実現する

ことは不可能であった。

司会：教育の話が出たが公衆衛生院の教育につ

、いてどう考えるか。

o: よいと思うが中央へ集めることは好きでな
'・しヽ。

c: 役所という所は，若い人に手をとって教え
るということをしない。保健所業務については，

始めから分ってはいってくるものは誰もいないの

で，教育が必要だ。何が何だか分らないままに，

イヤケがさしてやめてしまう人が多い。まず興味

をもたせて而白味が出るまで引き止めることが大

切だと思う。それには，まず地区の Needをほり

下げてやらせるなどの指導が必要だと思う。その

他，一般の行政を覚えさせることも是非しなけれ

ばならない。

司会：それは所長の役目だね。

c: 私は保健所では技術や知識を必物にしては
いけないと教えられてきた。たとえば検診などの

仕事をしてもそのあとは他の懐閃にまかせるとい

うことになっている。しかし，これだけではいけ

ないと思う。もっと尊門的に一つのことをほりさ

げてゆくことも一つの方法だと思う。

司会： Needをほりさげることも一つの可完だ

と思う。そういう点ではなにか面白いことがある

と思うがどうか。

B: Needをほり下げるには予邸と111'.1が必要だ。

市の保健所では衛生局，厚生省から流れてくる仕

事だけで今は丁••一！示だ。所長，所員の意慾にもよ

るが，金も時間も余裕をもたせてもらいたい。

司会： If姐の保健所では予邸（まどうなっている

か。

c: 成人府の J闊合，予鰐は云えば出してくれ

る。結核の場合は前年度の実績や管内の人口など

によってはじめからきまっている。結核予防は市

町村が自主的にやればいいのだが，弱体なので保

健所におんぶしており，また保健所は歳入をあげ

るために学校検診などをやっている。歳入がなけ

れば歳出をくれないし，また保健所が何もしてい

ないように思われるので，所長の立場も苦しくな

る。このような仕事をするには，手が足りないの

でパートをやとうのだが，人ことに医者は賃金が

やすいのでなかなかきてくれない。人をやとうの

に仕事以上の大きいエネルギーを使う。

司会：パートについては地理的な関係もあって

遠い田舎ではうまくいかないと思うが，大阪では

まだくる可能性もあるだろうし，その方法もある

と思うが。

c: 賃金が安い。
E: 循環器関係は成人病センターから，子宮ガ

ン関係は阪大からきてもらっている。結核はパー

トがやめてからあとが埋まらないので困ってい

る。私自身は母子衛生を担当している。

司会：府の立場にもなやみがあるようだが， r!T

はどうか。

A: 健康管理については 5年位で自信ができて

くる。臨床医にないものが身についてくる。本当

の公衆衛生は保健所だけでしかできない。大学の

公衆術生は技術指消をすればよいと思う。保健所

に医者をこさせ， またいつかせるには little保健

所長または早く管理職にすることだc 保健所の医

師はコレラの時などは別だが，年間を通じて身勁

きできないほど忙しいことはまずない。した添っ

てその氣になればNeedをほりさげることもでき

ふ私の（呆ば所では保凶＇` 、 ,1:-も芥啓罪¥i¥ら理解もあ

り，それをやれる態努にあるっ

司会：どんな（上げでも刀味をもってやればや：）

が1J、0)あるも 0)だ。ともかく一人では， 保健'i'i」j・

政はできなlヽ 。そこで（策違婦などIV[/;、j(I)ヒューマ

ン・リレーションが大切になってくる。

o: 公衆岱'.l吋」政，偲は所行政をJ叫wして'.、な
しヽ 人が・F務圧のい！し者などにl';ご。 しかし砕，皇闊
出身の＇仕務呈はある程度理界してい巧だろう：そ

の邸味で~;:窃 I五は区役所とか， 他，,i切からのi,ばす

べ：）は望ましくなく，岱生行政の且汀J的な事?i呈

が必要だ。技術尻は，ある程文保匁所を刑解し，
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意慾的に仕湘にとりくんでいるものが多い。

c: 府でも全然渕係のない人が異動でくる。た
とえば府税事務所でいくら有能であっても保健所

ヘ米れば全然直務の内容がちがうし，またそれら

の人は大てい年もとっているので， もはや保健所

の仕頃に即味をもとうとしない以合が多い。

E: それに，優秀な事務屋はなかなかこない。

s: 祁務尻は悪くいえば官似的だ3 いわれたこ
としかせず，無雙なことしかしない。怠慾のない

人が多い。 ['J丘もそれに引きずられていくような

気がする。

遠い将来について

司会：次に辿い打来のVisionについて。皆さ

んが屑来所長になったとき， どうしたしヽというこ

とについて，粕校，成人胄に1只らず活していただ

きた 1,'o

c: 笠坪菜務だけをやりたい。地区住氏の他康
管凰本‘りの着四だけをしたいC,

B: 11」と h姐と芦ti~はちがうだろうが，保紘所に

医召はあまりいらないと思う。所長，｛系長，それ

に主 I(:と3人，いや 2人でもよい。疾肉の早期発

見→人切だが， これは医尻攣詞、」にまかせればよい

ことだ。それより，誓理，アフター・ケアなどを

やりたい。クリニックはほとんど必要ない。予防

杖荘］も保健所がするより， f姐業医，病院に委託す

るほうがよい;:,rドの保健所も今のように区役所と

くっつけるようなことをせず，病院と一緒になっ

た方がよい。環境・ 食品衛生監祝旦の行なう検丘

もがi院でできるし，その他技術的問題で共用でき

る。パートの確保も容易になるだろう。

司会：市の勤務医師会もそのような意見を持っ・

ているようだが。

s: 今の老人検診も保健所では血圧など箇単な
検在だけしかできず直後処理ができない。病院へ

行けと云うだけで，患者はどこへ行ってよいかわ

からず，大変困る。中途半端なことでは何にもな

らない。病院と一緒であればこのような問題もす

ぐ解決できる。

o: 肛生省から流れてくる仕れは惰生局である
程度ふるいにかけられなしヽものか。 「とにかくな

んでも流しておけ」の主義ではI.ヽげないと息う↓

術生弓は予tiと人材の確保に努）」してくれれば云

うことはない。公衆椅i生の；｀壮一線はあくまで保他

所で， 1象i生局はその後だてでないといけなし氾

A: 見て廻り式の節i生監祝菜店は不要である。

もっと高度な技術指遅を主体とした行政を汀って

当然である。

c: とにかく仕事が多すぎる。
司会：．＇仕務員と同じ仕直をさせられることに間

図がある。

E: どの保（建所もこの成人丙センターのような

立派な建物になることが念頴だ。坦在の保信所で

は検診をやってもやりっぱなしで，あとは医疫核

悶にまかせきりでどうなっているのかわからな

ぃこ医即淡1月との似携，協力体制を推進したい。

ま と め

司会：時間もきたので， しめくくりとして， 5 

人の方々の意見を聞いて感じたことは，若い医師
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の意見も現在の所長さん方の意見も多少のちがい

はあっても結局同じだということだ。そして保健

所は管理業務をやるべきだという点でも今日は、意

見が一致した。地区住民の後始末をうまくやれば

保健所も将来の見通しはあかるいのではないか。

そうすれば直務の力々も目分の判魯；に引きこむこ

とができ，大いに希望がもてる。この仕信を熱心

にやっている人がいることがわかり，大変よろこ

ばしい。

（とき.9月19日， ところ・成人病センター所艮

室）

なお， この座談会の連釘；• 心録などについては，成人

病センターの佐々木，市衛生局の山本・汲示I]• 四の詔茸

のお！附活！こなった。感謝する。 （大和田）

＊ ＊ ＊ 
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